








要約:愛知県内の 7つの歯科診療施設を受診した 3歳児 334 名を対象として、哺乳形式が乳

歯咬合に及ぼす影響を調べた。結果として母乳哺育群には上顎乳切歯の捻転や叢生が少な

く、第 2乳臼歯の咬合関係には distal step type が少なかった。また、離乳開始が早いほ

ど上顎乳側切歯の捻転や叢生が少なかったが、上顎乳中切歯の前突は多く、乳児期の口腔

周囲筋の機能が顎発育に影響を及ぼしていることが示唆された。 


